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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ユーザが所持可能に構成された移動体通信端末に設けられ、他の前記移動体通信端末が
定められた距離内に位置したとき、他の前記移動体通信端末からユーザ情報を受信するユ
ーザ情報送受信部と、
　医療情報とユーザ情報とを関連付けて記憶し、医療に係るイベントを表すイベント情報
を、前記イベントの開催日時と前記ユーザ情報送受信部が前記ユーザ情報を受信した受信
日時とに基づいて関連付けて記憶し、前記イベント情報と前記医療情報とを関連付けて記
憶する記憶部と、
　前記ユーザ情報送受信部により受信された前記ユーザ情報に関連付けられた前記イベン
ト情報に関連付けられた前記医療情報を検索する検索部と
　を有することを特徴とする医療情報システム。
【請求項２】
　前記検索部は、
　前記ユーザ情報に関連付けられた前記イベント情報及び該イベント情報に関連付けられ
た他のユーザ情報との近接度を算出する近接度算出部を含み、
　算出された前記近接度が高い前記医療情報を検索する
　ことを特徴とする請求項１に記載の医療情報システム。
【請求項３】
　前記移動体通信端末の位置を測定する測位部をさらに有し、



(2) JP 6234769 B2 2017.11.22

10

20

30

40

50

　前記記憶部は、前記受信日時と前記測位部が測定した位置とに基づいて前記イベント情
報と前記ユーザ情報とを関連付けて記憶する
　ことを特徴とする請求項１に記載の医療情報システム。
【請求項４】
　新たにイベント情報を作成するためのイベント情報作成条件を予め記憶し、前記受信日
時と前記測位部が測定した位置とによって前記イベント情報作成条件が満されたとき、イ
ベント情報を新たに作成し、前記記憶部に記憶させるイベント情報作成部をさらに有する
ことを特徴とする請求項３に記載の医療情報システム。
【請求項５】
　前記近接度算出部は、前記近接度の算出のために用いた情報を当該医療情報に付与し、
　前記近接度算出部から、前記医療情報と該医療情報に付与された情報とを受け、該情報
を異なる表示態様で表示部に表示させる表示制御部をさらに有する
　ことを特徴とする請求項２に記載の医療情報システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明の実施形態は医療情報システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　電子カルテシステム、医学論文データベースなどの医療情報システムは、病院、診療所
などの医療機関において、医師や看護師が診断や処置についての判断を行う際に、コンピ
ュータを介して診断や処置を支援する情報システムである。
【０００３】
　このような医療情報システムは、医師、看護師、臨床工学技士、薬剤師、理学・作業療
法士、診療情報管理士、医療情報技師、社会福祉士、栄養士などの医療従事者によって使
用される。
【０００４】
　医療従事者は、例えばＭＤＴ（Ｍｕｌｔｉ　Ｄｉｓｃｉｐｌｉｎａｒｙ　Ｔｅａｍ）ミ
ーティングを行うことによって、患者の治療方針の決定に役立てる場合がある。ＭＤＴミ
ーティングとは、参加者の職種ごとの専門性や職務実績などに基づく情報交換を行うミー
ティングである。また、医療従事者は、学会や展示会などでも研究論文の内容や、医療機
器に関する情報など、医療情報の情報交換を行っている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００７－８０２１２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、医療従事者は、一般的に、多くの患者に関する医療行為を行っており、
多忙である。それにより、ＭＤＴミーティング、学会、展示会などでの情報交換の内容は
、ＭＤＴミーティングの議題、学会の趣旨、展示会のテーマに直接関係する内容が主であ
り、限定的なものとなっていた。従って、医療従事者は、ＭＤＴミーティング、学会、展
示会などで同席した他の医療従事者が情報交換した内容とは異なる分野の医療分野につい
て詳しい知見を持っていたとしても、異なる分野に詳しいことすら知らない場合があった
。また、医療従事者（医療情報システムのユーザ）が、従来の医療情報システムを用いて
、カルテ情報やＭＤＴミーティングの議事録及びミーティングで用いられたスライド資料
、論文などの学会資料、医療機器の仕様書などの情報を調べる場合、従来の医療情報シス
テムは、例えば入力されたキーワードを含む情報を、表示するものであった。従って、ユ
ーザは、調べたい情報に医学的に関連する情報や、詳しい知見を備えるユーザを調べたい
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とき、自分自身でキーワードを工夫して考えて入力しなければならず、煩わしい作業を強
いられていた。
【０００７】
　本発明が解決しようとする課題は、所望の医療情報に関わる医療従事者及び関連した医
療情報を簡便に検索することができる医療情報システムを提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　実施形態に係る医療情報システムは、ユーザ情報送受信部と、記憶部と、検索部とを有
する。ユーザ情報送受信部は、ユーザが所持可能に構成された移動体通信端末に設けられ
、他の移動体通信端末が定められた距離内に位置したとき、他の移動体通信端末からユー
ザ情報を受信する。記憶部は、医療情報とユーザ情報とを関連付けて記憶し、医療に係る
イベントを表すイベント情報を、イベントの開催日時とユーザ情報送受信部がユーザ情報
を受信した受信日時とに基づいて関連付けて記憶し、イベント情報と医療情報とを関連付
けて記憶する。検索部は、ユーザ情報送受信部により受信されたユーザ情報に関連付けら
れたイベント情報に関連付けられた医療情報を検索する。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】実施形態に係る医療情報システムの構成を表すブロック図である。
【図２】実施形態に係る医療情報システムの概略を表す模式図である。
【図３】実施形態に係る医療情報システムの概略を表す模式図である。
【図４】実施形態に係る医療情報システムの概略を表す模式図である。
【図５】実施形態に係る医療情報システムの概略を表す模式図である。
【図６】実施形態に係る医療情報システムの動作を表すフローチャートである。
【図７】実施形態に係る医療情報システムの動作を表すフローチャートである。
【図８】実施形態に係る医療情報システムの動作を表すフローチャートである。
【図９】実施形態に係る医療情報システムの構成を表すブロック図である。
【図１０】実施形態に係る医療情報システムの動作を表すフローチャートである。
【図１１】実施形態に係る医療情報システムの構成を表すブロック図である。
【図１２】実施形態に係る医療情報システムの動作を表すフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
〈第１の実施形態〉
［構成］
　図１は、この実施形態の医療情報システム１の構成を表すブロック図である。医療情報
システム１は、記憶部１０と、移動体通信端末５と、検索部６と、ネットワーク７と、入
出力端末８とを有する。記憶部１０は、医療情報とユーザ情報とを関連付けて記憶する（
詳細は後述）。記憶部１０は、ユーザ情報記憶部２と、医療情報記憶部３と、イベント情
報記憶部４とを有する。
【００１１】
（ユーザ情報記憶部２）
　ユーザ情報記憶部２は、ユーザを特定可能な情報であるユーザ情報を予め記憶する。図
２は、ユーザ情報の概略を表す模式図である。ユーザ情報は、ユーザ識別情報、職歴情報
、学歴情報、及び研究歴情報を含む。ユーザ識別情報は、医療情報システム１の使用者（
ユーザ）を識別するための情報である。ユーザ識別情報は、ユーザＩＤ、氏名、生年月日
、職歴ＩＤ、学歴ＩＤ、研究歴ＩＤを含む。職歴情報は、ユーザの職歴を表す情報である
。職歴情報は、職歴ＩＤ、職歴組織名、職歴組織部門、職歴開始日、及び職歴終了日を含
む。学歴情報は、ユーザの学歴を表す情報である。学歴情報は、学歴ＩＤ、学歴組織名、
学歴組織部門、学歴開始日、及び学歴終了日を含む。研究歴情報は、ユーザの研究歴情報
を表す情報である。研究歴情報は、研究歴ＩＤ、研究機関名、研究機関部門、研究歴開始
日、研究歴終了日を含む。



(4) JP 6234769 B2 2017.11.22

10

20

30

40

50

【００１２】
（医療情報記憶部３）
　医療情報記憶部３は、ユーザによる医療情報の入力を受け、入力された医療情報と該医
療情報を入力したユーザのユーザ情報とを関連付けて記憶する。例えば医療情報記憶部３
は、入出力端末８、ネットワーク７、及び検索部６を介してユーザによる医療情報の入力
を受ける。図３は、医療情報の概略を表す模式図である。医療情報は、例えば、カルテ情
報、論文情報、及び医療機器情報を含む。カルテ情報は、カルテ識別情報及びカルテ内容
情報を含む。カルテ識別情報は、カルテ情報を識別するための情報である。カルテ識別情
報は、カルテ情報作成ユーザＩＤ、作成日時、カルテ情報更新ユーザＩＤ、更新日時、医
療情報ＩＤ、患者ＩＤ、オーダー情報、診療開始日時、及び入院・外来区分を含む。カル
テ内容は、患者の診療録を表す情報であり、例えば所見を表す情報を含む。医療情報記憶
部３は、カルテ情報の入力を受けたとき、該カルテ情報を入力したユーザのユーザＩＤを
カルテ情報作成ユーザＩＤとして記憶する。それにより、カルテ情報を入力したユーザの
ユーザ情報と該カルテ情報とが関連付けられる。また、医療情報記憶部３は、カルテ情報
を更新する入力を受けたとき、該カルテ情報を更新したユーザのユーザＩＤをカルテ情報
更新ユーザＩＤとして記憶する。それにより、カルテ情報を更新する入力をしたユーザの
ユーザ情報と該カルテ情報とが関連付けられる。なお、医療情報は、医師、看護師、臨床
工学技士、薬剤師、理学・作業療法士、診療情報管理士、医療情報技師、社会福祉士、栄
養士等の医療従事者による他の情報を含んでもよい。カルテ内容情報は、当該患者につい
ての診療記録を表す情報である。
【００１３】
　論文情報は、論文識別情報及び論文内容情報を含む。論文識別情報は、論文情報を識別
するための情報である。論文識別情報は、論文情報作成ユーザＩＤ、医療情報ＩＤ、及び
論文題名を含む。医療情報記憶部３は、論文情報の入力を受けたとき、該論文情報を入力
したユーザのユーザＩＤを論文情報作成ユーザＩＤとして記憶する。それにより、論文情
報を入力したユーザのユーザ情報と該論文情報とが関連付けられる。論文内容情報は、当
該論文の内容を表す文字情報や図表情報である。
【００１４】
　医療機器情報は、医療機器識別情報及び仕様情報を含む。医療機器識別情報は、医療機
器情報を識別するための情報である。医療機器識別情報は、医療機器情報作成ユーザＩＤ
、医療情報ＩＤ、及び機器種別情報を含む。医療情報記憶部３は、医療機器情報の入力を
受けたとき、該医療機器情報を入力したユーザのユーザＩＤを医療機器情報作成ユーザＩ
Ｄとして記憶する。それにより、医療機器情報を入力したユーザのユーザ情報と該医療機
器情報とが関連付けられる。機器種別情報は、例えばＸ線ＣＴ装置や超音波診断装置など
の医療機器の種別を表す情報である。仕様情報は、当該機器の使用を表す文字情報や図表
情報である
【００１５】
（イベント情報記憶部４）
　イベント情報記憶部４は、複数のユーザが参加する医療に係るイベントについて、該イ
ベントの開催日時を含む情報であるイベント情報の入力を受け、該イベント情報を記憶す
る。医療に係るイベントは、ＭＤＴミーティング、学会、及び展示会を含む。図４は、イ
ベント情報の概略を表す模式図である。イベント情報は、イベント識別情報、資料情報、
参加者情報及び単語情報を含む。例えばイベント情報記憶部４は、入出力端末８、ネット
ワーク７、及び検索部６を介してユーザによるイベント識別情報の入力を受ける。イベン
ト識別情報は、イベント情報を識別するための情報である。イベント識別情報は、イベン
トＩＤ、イベント名、開催場所、イベント情報作成ユーザＩＤ、開始日時、終了日時、及
びイベント種別を含む。ここで、開始日時と終了日時とが当該イベントの開催日時を表す
。また、例えばイベント情報記憶部４は、入出力端末８、ネットワーク７、及び検索部６
を介してユーザによる資料情報の入力を受ける。資料情報は、例えば、ＭＤＴミーティン
グの会議資料や議事録、学会の予稿集、展示会の概要資料を表す情報である。参加者情報
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は、イベント情報毎に作成される。参加者情報は、イベントＩＤ及び参加者ＩＤを含む。
単語情報については後述する。
【００１６】
（移動体通信端末５）
　移動体通信端末５は、ユーザが所持可能に構成される。移動体通信端末５は、ネットワ
ーク７を介して検索部６と情報を送受信することができる。移動体通信端末５は、所持ユ
ーザ情報記憶部５０とユーザ情報送受信部５１とを有する。
【００１７】
（所持ユーザ情報記憶部５０）
　所持ユーザ情報記憶部５０は、移動体通信端末５に設けられる。所持ユーザ情報は、当
該移動体通信端末５を所持するユーザのユーザ情報である。例えば、所持ユーザ情報記憶
部５０は、少なくとも該ユーザのユーザ情報のうちのユーザＩＤを所持ユーザ情報として
予め記憶する。
【００１８】
（ユーザ情報送受信部５１）
　ユーザ情報送受信部５１は、移動体通信端末５に設けられ、他の移動体通信端末５が定
められた距離内に位置したとき、該移動体通信端末５からユーザ情報を受信する。このと
き、ユーザ情報送受信部５１は、ユーザ情報を互いに送受信する。ユーザ情報送受信部５
１は、定められた距離内に位置する移動体通信端末５同士で直接通信が可能な所定の近距
離通信規格に基づいて構成される。ここで定められた距離とは、移動体通信端末５同士の
距離であり、ＭＤＴミーティング、学会、又は展示会の各種イベントにおいて、ユーザ同
士が情報交換を行うとき、ユーザ同士が互いに位置する距離（例えば、数メートルや数十
メートルなど）を想定した距離である。この距離は、適宜設計されてよい。ユーザ情報送
受信部５１は、例えば一定の時間間隔で他の移動体通信端末５を捜索し、定められた距離
内に他のユーザの移動体通信端末５が位置したとき、該移動体通信端末５を検知する。こ
こで、ユーザに所持される移動体通信端末５のそれぞれによってこの捜索及び検知が行わ
れるので、一方の移動体通信端末５が他方の移動体通信端末５を検知したとき、他方の移
動体通信端末５も一方の移動体通信端末５を検知する。そして、ユーザ情報送受信部５１
は、他のユーザの移動体通信端末５を検知したとき、ユーザ情報を互いに送受信する。移
動体通信端末５は、受信した他のユーザのユーザ情報を記憶する。
【００１９】
　また、ユーザ情報送受信部５１がユーザ情報を送受信したとき、移動体通信端末５は、
送受信した日時である送受信日時と該移動体通信端末５のユーザのユーザ情報とを関連処
理部６０へネットワーク７を介して出力する。
【００２０】
（検索部６）
　検索部６は、ユーザ情報送受信部５１により受信されたユーザ情報に基づいて、医療情
報記憶部３に記憶された医療情報を検索する。例えば、検索部６は、ユーザ情報送受信部
５１により受信されたユーザ情報に関連付けられた医療情報を検索する。また、検索部６
は、ユーザ情報送受信部５１により受信されたユーザ情報に関連付けられたイベント情報
に関連付けられた医療情報を検索してもよい。このことは、検索部６が、イベント情報を
介して間接的にユーザ情報に関連付けられた医療情報を検索することに相当する。また、
検索部６は、後述する近接度算出部６２により算出された近接度が高い医療情報を検索し
てもよい。検索部６は、移動体通信端末５又は入出力端末８とネットワーク７を介して情
報を送受信する。また、検索部６は、ユーザ情報記憶部２、医療情報記憶部３、又はイベ
ント情報記憶部４に対して各種情報を書き込み又は読み出しを行う。検索部６は、関連処
理部６０と解析部６１と近接度算出部６２とを有する。
【００２１】
（関連処理部６０）
　関連処理部６０は、イベント情報記憶部４による開催日時とユーザ情報送受信部５１が
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ユーザ情報を送受信した日時である送受信日時とに基づいて、イベント情報とユーザ情報
とを関連付ける。このとき、関連処理部６０は、イベント情報記憶部４に記憶されている
イベント情報について、受けた送受信日時を開催日時のうちに含むイベント情報を検索す
る。関連処理部６０は、検索したイベント情報とユーザ情報とを関連付ける。このとき、
関連処理部６０は、参加者情報を作成し、イベント情報記憶部４に記憶させる。参加者情
報は、イベント情報毎に作成される。参加者情報は、イベントＩＤ及び参加者ＩＤを含む
。関連処理部６０は、受けたユーザＩＤを参加者ＩＤとしてイベント情報記憶部４に記憶
させる。それにより、イベントの開催日時にユーザ情報を送受信したユーザのユーザ情報
と該開催日時におけるイベント情報とが関連付けられる。
【００２２】
　例えば、ＭＤＴミーティングが開催されているとき、該ＭＤＴミーティングに参加して
いるユーザ及び該ユーザの移動体通信端末５は、ユーザ情報送受信部５１において定めら
れた距離内に位置している。このとき、関連処理部６０は、ユーザ情報送受信部５１が互
いにユーザ情報を送受信した送受信日時を受け、受けた送受信日に該当するイベント情報
について、参加者情報を作成する。それにより、当該ＭＤＴミーティングに参加したユー
ザを参加者とした参加者情報が作成される。関連処理部６０は、イベント情報記憶部４に
イベント情報と参加者情報とを関連付けてイベント情報記憶部４に記憶させる。
【００２３】
　また、関連処理部６０は、ユーザによる医療情報の入力を受けイベント情報と医療情報
とを関連づけて医療情報記憶部３及びイベント情報記憶部４に記憶させる。このとき、関
連処理部６０は、医療情報にイベント情報のイベントＩＤを付帯させて記憶させる。また
、関連処理部６０は、イベント情報に医療情報の医療情報ＩＤを付帯させて記憶させる。
例えば、関連処理部６０は、ＭＤＴミーティングにおける患者のカルテ情報や参照された
症例を表す論文情報等の医療情報を該ＭＤＴミーティングのイベント情報に関連付ける。
それにより、ユーザは、イベント情報を参照したとき、該イベントに用いられた医療情報
を簡便に閲覧することができる。
【００２４】
（解析部６１）
　解析部６１は、医療情報記憶部３が医療情報を記憶したとき、医療情報の内容を解析す
る。例えば、解析部６１は、医療情報について構文解析を行う。この構文解析の方法は、
適宜設計されてよい。例えば、解析部６１は、医療情報に含まれる単語についてその出現
回数を求め、単語情報を作成する。図５は、単語情報の概略を表す模式図である。単語情
報は、イベントＩＤと単語とその出現回数とを含む。また、単語情報は、関連付けられた
医療情報の医療情報ＩＤを含んでもよい。また、単語情報は、関連付けられたイベント情
報のイベントＩＤを含んでもよい。解析部６１は、作成した単語情報を当該医療情報に関
連付けて医療情報記憶部３に記憶させる。
【００２５】
　また、解析部６１は、医療情報に関連付けられたイベント情報を検索し、該医療情報に
関連付けられたイベント情報の単語情報をイベント情報記憶部４に記憶させる。このとき
、イベント情報に既に単語情報が記憶されているとき、既に記憶されている単語情報と新
たな単語情報とを合成した合成単語情報を、当該イベント情報に関連付けられた単語情報
としてイベント情報記憶部４に記憶させる。既に記憶されている単語情報と新たな単語情
報との双方に含まれる単語について、解析部６１は、該単語について既に記憶されている
単語情報における出現回数と新たな単語情報における出現回数とを合計する。既に記憶さ
れている単語情報と新たな単語情報とのいずれか一方に含まれる単語について、解析部６
１は、該単語及び出現回数を合成し、単語情報に新たに加える。
【００２６】
　また、解析部６１は、特定のユーザによる医療情報の入力を新たに受け、該医療情報に
ついて構文解析を行い、単語情報を近接度算出部６２へ出力する。
【００２７】
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（近接度算出部６２）
　近接度算出部６２は、ユーザ情報に関連付けられたイベント情報及び該イベント情報に
関連付けられた他のユーザ情報との近接度を算出する。例えば、近接度算出部６２は、特
定のユーザによる医療情報の入力を新たに受け、該特定のユーザのユーザ情報に関連付け
られたイベント情報及び該イベントに関連付けられたユーザ情報と新たに受けた医療情報
との近接度を算出する。ここで、特定のユーザとは、新たな医療情報を入力したユーザで
ある。以下、該特定のユーザのユーザ情報を特定のユーザ情報と称する。例えば、近接度
算出部６２は、受けた新たな医療情報についての単語情報を解析部６１から受ける。また
、近接度算出部６２は、既に記憶されている医療情報に関連付けられた単語情報について
、新たな医療情報に共通して含まれる単語の数とその単語の出現回数とを算出する。近接
度算出部６２は、算出された共通して含まれる単語の数とその単語の出現回数とが多いほ
ど近接度を高く算出する。このことは、近接度算出部６２が、相関の高い情報同士につい
て近接度を高く算出することに相当する。近接度算出部６２は、算出した近接度が高い所
定数の医療情報を入出力端末８へネットワーク７を介して出力する。つまり、新たに入力
された医療情報に類似した内容の医療情報が入出力端末８へ出力される。なお、近接度算
出部６２は、一般的な協調フィルタリング技術によって、近接度を算出してもよい。
【００２８】
　また、近接度算出部６２は、特定のユーザ情報が関連付けられたイベント情報について
、新たに受けた医療情報との近接度を算出する。このことは、新たに受けた医療情報と特
定のユーザが参加したイベントのイベント情報との近接度が算出されることに相当する。
近接度算出部６２は、特定のユーザ情報が関連付けられたイベント情報を読み出す。また
、近接度算出部６２は、読み出したイベント情報に資料情報として関連付けられた医療情
報を読み出す。近接度算出部６２は、読み出した医療情報についての単語情報と新たに受
けた医療情報についての単語情報とを解析部６１から受け、読み出した医療情報について
、新たに受けた医療情報との近接度を算出する。近接度算出部６２は、特定のユーザ情報
に関連付けられたイベント情報のうち、新たに受けた医療情報との近接度が高い医療情報
が多く関連付けられたイベント情報ほど近接度を高く算出する。近接度算出部６２は、算
出した近接度が高い所定数のイベント情報を入出力端末８へネットワーク７を介して出力
する。つまり、特定のユーザが過去に参加したイベントのイベント情報のうち、新たに入
力された医療情報に類似した資料情報が関連付けられたイベント情報が入出力端末８へ出
力される。例えば、特定のユーザが或る症例に関する医療情報を入力したとき、該症例に
類似した症例について開催された過去のＭＤＴミーティングのイベント情報は近接度が高
く算出される。そして、近接度が高く算出されたＭＤＴミーティングのイベント情報が入
出力端末８へ出力される。
【００２９】
　また、近接度算出部６２は、特定のユーザ情報が関連付けられたイベント情報の参加者
情報として関連付けられた他のユーザのユーザ情報を読み出し、読み出したユーザ情報に
関連付けられた医療情報について、新たに受けた医療情報との近接度を算出する。このこ
とは、特定のユーザが参加したイベントに参加した他のユーザ、即ち、特定のユーザと互
いにユーザ情報を送受信したユーザによって入力された医療情報と新たに入力された医療
情報との近接度が算出されることに相当する。近接度算出部６２は、特定のユーザ情報が
関連付けられたイベント情報を読み出す。また、近接度算出部６２は、読み出したイベン
ト情報に参加者情報として関連付けられたユーザ情報を読み出す。さらに、近接度算出部
６２は、読み出したユーザ情報に関連付けられた医療情報を読み出す。近接度算出部６２
は、読み出した医療情報についての単語情報と新たに受けた医療情報についての単語情報
とを解析部６１から受け、読み出した医療情報について、新たに受けた医療情報との近接
度を算出する。近接度算出部６２は、特定のユーザ情報が関連付けられたイベント情報の
参加者情報として関連付けられた他のユーザのユーザ情報のうち、新たに受けた医療情報
との近接度が高い医療情報が多く関連付けられたユーザ情報ほど新たに受けた医療情報と
の近接度を高く算出する。近接度算出部６２は、算出した近接度が高い所定数のユーザ情
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報を入出力端末８へネットワーク７を介して出力する。このことは、特定のユーザと互い
にユーザ情報を送受信したユーザのユーザ情報のうち、新たな医療情報に類似した医療情
報を過去に入力したユーザのユーザ情報が入出力端末８へ出力されることに相当する。
【００３０】
　ネットワーク７は、移動体通信端末５、検索部６、及び入出力端末８との間で各種情報
を通信する。ネットワーク７は、通信回線によって構成される。この通信回線は適宜設計
されてよい。
【００３１】
　入出力端末８は、ユーザ情報記憶部２に記憶されたユーザ情報、医療情報記憶部３に記
憶された医療情報、若しくはイベント情報記憶部４に記憶されたイベント情報をユーザが
閲覧するとき、又はユーザによって医療情報が入力されるときに用いられる。入出力端末
８は、キーボード等の操作部及び液晶ディスプレイ等の表示部を有する。入出力端末は、
例えばパーソナルコンピュータやシンクライアント型端末等によって構成される。例えば
、入出力端末８は、新たに受けた医療情報との近接度が高い所定数の医療情報を近接度算
出部６２から受け、表示部に表示する。また、入出力端末８は、新たに受けた医療情報と
の近接度が高い所定数のイベント情報を近接度算出部６２から受け、表示部に表示する。
また、入出力端末８は新たに受けた医療情報との近接度が高い所定数のユーザ情報を近接
度算出部６２から受け、表示部に表示する。
【００３２】
［動作］
　この実施形態の医療情報システム１の動作について説明する。図６は医療情報システム
１が医療情報及びイベント情報を記憶する動作を表すフローチャートである。
【００３３】
（Ｓ００１）
　医療情報記憶部３は、ユーザによる医療情報の入力を受け、入力された医療情報と該医
療情報を入力したユーザのユーザ情報とを関連付けて記憶する。
【００３４】
（Ｓ００２）
　解析部６１は、医療情報記憶部３が記憶した医療情報を解析する。例えば解析部６１は
、医療情報に含まれる単語についてその出現回数を求め、単語情報を作成する。解析部６
１は、作成した単語情報を医療情報及び該医療情報に関連付けられたイベント情報に関連
付けて医療情報記憶部３及びイベント情報記憶部４に記憶させる。
【００３５】
（Ｓ００３）
　イベント情報記憶部４は、複数のユーザが参加する医療に係るイベントについて、該イ
ベントの開催日時を含む情報であるイベント情報の入力を受け、該イベント情報を記憶す
る。
【００３６】
　図７は医療情報システム１がイベント情報とユーザ情報とを関連付ける動作を表すフロ
ーチャートである。
【００３７】
（Ｓ１０１）
　ユーザ情報送受信部５１は、定められた距離内について、他の移動体通信端末５を捜索
する。
【００３８】
（Ｓ１０２）
　ユーザ情報送受信部５１が、定められた距離内に他の移動体通信端末５を検知したとき
、ステップＳ１０３へ進む。ユーザ情報送受信部５１が、定められた距離内に他のユーザ
の移動体通信端末５を検知しないとき、ステップＳ１０１へ戻る。
【００３９】
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（Ｓ１０３）
　ユーザ情報送受信部５１は、検知した他のユーザの移動体通信端末５のユーザ情報送受
信部５１とユーザ情報を互いに送受信する。
【００４０】
（Ｓ１０４）
　移動体通信端末５は、送受信した日時である送受信日時と該移動体通信端末５のユーザ
のユーザ情報とを関連処理部６０へネットワーク７を介して出力する。
【００４１】
（Ｓ１０５）
　関連処理部６０は、イベント情報記憶部４に記憶されているイベント情報について、受
けた送受信日時を開催日時のうちに含むイベント情報を検索する。
【００４２】
（Ｓ１０６）
　イベント情報記憶部４に、送受信日時を開催日時のうちに含むイベント情報が記憶され
ていたとき、ステップＳ１０７へ進む。イベント情報記憶部４に、送受信日時を開催日時
のうちに含むイベント情報が記憶されていないとき、ステップＳ１０１へ戻る。
【００４３】
（Ｓ１０７）
　関連処理部６０は、検索したイベント情報とユーザ情報とを関連付ける。このとき、関
連処理部６０は、参加者情報を作成し、イベント情報記憶部４に記憶させる。
【００４４】
　図８は医療情報システム１が新たに医療情報の入力を受けたときの動作を表すフローチ
ャートである。
【００４５】
（Ｓ２０１）
　解析部６１は、特定のユーザによる医療情報の入力を新たに受け、該医療情報について
構文解析を行い、単語情報を近接度算出部６２へ出力する。
【００４６】
（Ｓ２０２）
　近接度算出部６２は、既に記憶されている医療情報について、新たに受けた医療情報と
の近接度を算出する。近接度算出部６２は、算出した近接度が高い所定数の医療情報を入
出力端末８へネットワーク７を介して出力する。
【００４７】
（Ｓ２０３）
　近接度算出部６２は、特定のユーザ情報が関連付けられたイベント情報について、新た
に受けた医療情報との近接度を算出する。算出した近接度が高い所定数のイベント情報を
入出力端末８へネットワーク７を介して出力する。
【００４８】
（Ｓ２０４）
　近接度算出部６２は、特定のユーザ情報が関連付けられたイベント情報の参加者情報と
して関連付けられた他のユーザのユーザ情報を読み出し、読み出したユーザ情報に関連付
けられた医療情報について、新たに受けた医療情報との近接度を算出する。近接度算出部
６２は、特定のユーザ情報が関連付けられたイベント情報の参加者情報として関連付けら
れた他のユーザのユーザ情報のうち、新たに受けた医療情報との近接度が高い医療情報が
多く関連付けられたユーザ情報ほど新たに受けた医療情報との近接度を高く算出する。近
接度算出部６２は、算出した近接度が高い所定数のユーザ情報を入出力端末８へネットワ
ーク７を介して出力する。
【００４９】
（Ｓ２０５）
　入出力端末８は、新たに受けた医療情報との近接度が高い所定数の医療情報を近接度算
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出部６２から受け、表示部に表示する。また、入出力端末８は、新たに受けた医療情報と
の近接度が高い所定数のイベント情報を近接度算出部６２から受け、表示部に表示する。
また、入出力端末８は新たに受けた医療情報との近接度が高い所定数のユーザ情報を近接
度算出部６２から受け、表示部に表示する。
【００５０】
［効果］
　この実施形態の医療情報システム１の効果について説明する。医療情報システム１は、
記憶部１０と、ユーザ情報送受信部５１と、検索部６とを有する。記憶部１０は、医療情
報とユーザ情報とを関連付けて記憶する。ユーザ情報送受信部５１は、ユーザが所持可能
に構成された移動体通信端末５に設けられ、他の移動体通信端末５が定められた距離内に
位置したとき、他の移動体通信端末５からユーザ情報を受信する。検索部６は、ユーザ情
報送受信部５１により受信されたユーザ情報に基づいて、記憶部１０に記憶された医療情
報を検索する。また、検索部６は、ユーザ情報送受信部５１により受信されたユーザ情報
に関連付けられた医療情報を検索する。また、記憶部１０は、イベント情報記憶部４を含
む。イベント情報記憶部４は、医療に係るイベントを表すイベント情報を、イベントの開
催日時とユーザ情報送受信部５１がユーザ情報を受信した受信日時とに基づいて関連付け
て記憶する。記憶部１０は、イベント情報と医療情報とを関連付けて記憶する。検索部６
は、ユーザ情報送受信部５１により受信されたユーザ情報に関連付けられたイベント情報
に関連付けられた医療情報を検索する。また、検索部６は、近接度算出部６２を含む。近
接度算出部６２は、ユーザ情報に関連付けられたイベント情報及び該イベント情報に関連
付けられた他のユーザ情報との近接度を算出する。検索部６は、算出された近接度が高い
医療情報を検索する。このように、医療情報システム１は、新たに入力された、医療情報
との相関が高く、かつ、該医療情報を入力したユーザと互いにユーザ情報を送受信した他
のユーザ及び該ユーザに係る医療情報を求めることができる。それにより、所望の医療情
報に関わる医療従事者及び関連した医療情報を簡便に検索するができる医療情報システム
１を提供することができる。
【００５１】
〈第２の実施形態〉
［構成］
　図９は、この実施形態の医療情報システム１の構成を表すブロック図である。この実施
形態の医療情報システム１は、第１の実施形態の医療情報システム１と異なり、イベント
情報記憶部４に記憶された開催日時及び開催場所に基づいて、ユーザ情報とイベント情報
とが関連付けられる。この実施形態の医療情報システム１は、さらに測位部９を有する。
以下、第１の実施形態の医療情報システム１に対して構成が異なる構成要素について説明
する。
【００５２】
（測位部９）
　測位部９は、ユーザ毎に所有される移動体通信端末５の位置を測定する。例えば測位部
９は、移動体通信端末５の位置を測定するための測位送信信号を移動体通信端末５へ送信
する。また、測位部９は、ネットワーク７を介して移動体通信端末５からの測位受信信号
を受ける。測位部９は、受けた測位受信信号に基づいて移動体通信端末５の位置を測定す
る。なお、測位部９は、例えば一般的なＮＳＳ（ｎａｖｉｇａｔｉｏｎ　ｓａｔｅｌｌｉ
ｔｅ　ｓｙｓｔｅｍ）に基づいて設計されてよい。測位部９は、測定した位置を関連処理
部６０へネットワーク７を介して出力する。なお、測位部９は、所定の時間間隔で移動体
通信端末５の位置を測定し、測定した位置を所定の時間間隔で関連処理部６０へ出力する
。
【００５３】
（移動体通信端末５）
　移動体通信端末５は、さらに位置情報部５２を有する。位置情報部５２は、測位部９か
らの測位送信信号を受信したとき、受信した事象を表す測位受信信号を測位部９へネット
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ワーク７を介して出力する。なお、位置情報部５２は、例えば一般的なＮＳＳに基づいて
設計されてよい。
【００５４】
（関連処理部６０）
　関連処理部６０は、イベント記憶部による開催日時及び開催場所とユーザ情報送受信部
５１がユーザ情報を送受信した日時である送受信日時及び移動体通信端末５の位置とに基
づいて、イベント情報とユーザ情報とを関連付ける。関連処理部６０は、移動体通信端末
５による送受信日時を受けるとともに、測位部９が測定した移動体通信端末５の位置を受
ける。関連処理部６０は、受けた送受信日時を開催日時のうちに含み、且つ、受けた位置
を開催場所に含むイベント情報を検索する。ここで、関連処理部６０は、所定の時間間隔
で移動体通信端末５の位置を受けている。関連処理部６０は、送受信時間を受けたとき、
移動体通信端末５の最新の位置に基づいてイベント情報を検索する。関連処理部６０は、
検索したイベント情報とユーザ情報とを関連付ける。このとき、関連処理部６０は、参加
者情報を作成し、イベント情報記憶部４に記憶させる。
【００５５】
［動作］
　この実施形態の医療情報システム１の動作について説明する。図１０はこの実施形態の
医療情報システム１の動作を表すフローチャートである。
【００５６】
（Ｓ３０１）
　測位部９は、移動体通信端末５の位置を測定する。測位部９は、測定した位置を関連処
理部６０へ出力する。関連処理部６０は測定された位置を受ける。
【００５７】
（Ｓ３０２）
　ユーザ情報送受信部５１は、定められた距離内について、他の移動体通信端末５を捜索
する。
【００５８】
（Ｓ３０３）
　ユーザ情報送受信部５１が、定められた距離内に他の移動体通信端末５を検知したとき
、ステップＳ３０４へ進む。ユーザ情報送受信部５１が、定められた距離内に他の移動体
通信端末５を検知しないとき、ステップＳ３０１へ戻る。
【００５９】
（Ｓ３０４）
　ユーザ情報送受信部５１は、検知した他の移動体通信端末５のユーザ情報送受信部５１
とユーザ情報を互いに送受信する。
【００６０】
（Ｓ３０５）
　移動体通信端末５は、送受信した日時である送受信日時と該移動体通信端末５のユーザ
のユーザ情報とを関連処理部６０へネットワーク７を介して出力する。
【００６１】
（Ｓ３０６）
　関連処理部６０は、受けた送受信日時を開催日時のうちに含み、且つ、受けた位置を開
催場所に含むイベント情報を検索する。
【００６２】
（Ｓ３０７）
　イベント情報記憶部４に、受信日時を開催日時のうちに含み、且つ、受けた位置を開催
場所に含むイベント情報が記憶されていたとき、ステップＳ３０８へ進む。イベント情報
記憶部４に、受信日時を開催日時のうちに含むイベント情報が記憶されていないとき、ス
テップＳ３０１へ戻る。
【００６３】
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（Ｓ３０８）
　関連処理部６０は、検索したイベント情報とユーザ情報とを関連付ける。このとき、関
連処理部６０は、参加者情報を作成し、イベント情報記憶部４に記憶させる。
【００６４】
［効果］
　この実施形態の医療情報システム１の効果について説明する。医療情報システム１は、
測位部９をさらに有する。測位部９は、移動体通信端末５の位置を測定する。また、関連
処理部６０は、送受信日時と測位部９が測定した位置とに基づいて前記イベント情報と前
記ユーザ情報とを関連付ける。このように、医療情報システム１は、移動体通信端末５の
送受信日時に加え、移動体通信端末５の位置に基づいて、イベント情報とユーザ情報とを
関連付ける。それにより、ユーザが参加したイベントについて好適な関連付けを行うこと
ができ、所望の医療情報に関わる医療従事者及び関連した医療情報を簡便に検索するがで
きる医療情報システム１を提供することができる。
【００６５】
〈第３の実施形態〉
［構成］
　図１１は、この実施形態の医療情報システム１の構成を表すブロック図である。この実
施形態の医療情報システム１は、第２の実施形態の医療情報システム１と異なり、新たな
イベント情報を自動的に作成し、イベント情報記憶部４に記憶させる。この実施形態の医
療情報システム１の検索部６は、イベント情報作成部６３をさらに有する。
【００６６】
（測位部９）
　測位部９は、ユーザ毎に所有される移動体通信端末５の位置を測定する。測位部９は、
測定した位置を関連処理部６０及びイベント情報作成部６３へネットワーク７を介して出
力する。なお、測位部９は、所定の時間間隔で移動体通信端末５の位置を測定し、測定し
た位置を所定の時間間隔で関連処理部６０及びイベント情報作成部６３へ出力する。
【００６７】
（イベント情報作成部６３）
　イベント情報作成部６３は、イベント情報作成距離とイベント情報作成端末数とイベン
ト情報作成滞在時間とを予め記憶する。イベント情報作成距離、イベント情報作成端末数
、及びイベント情報作成滞在時間をイベント情報作成条件と称する。イベント情報作成部
６３は、所定の時間間隔で移動体通信端末５の位置を受け、イベント情報作成距離内に、
イベント情報作成端末数以上の移動体通信端末５がイベント情報作成滞在時間以上位置し
たか否か、即ち、イベント情報作成条件が満たされたか否かを判断する。ここで、イベン
ト情報作成部６３が、イベント情報作成距離として「１０メートル」を記憶し、イベント
情報作成端末数として「８」を記憶し、イベント情報作成滞在時間として「３０分間」を
予め記憶した例について説明する。イベント情報作成部６３は、測定された移動体通信端
末５の位置を受ける度に、受けた位置に基づいて、移動体通信端末５から１０メートル以
内に他のユーザの移動体通信端末５が８個以上位置しているか否かを判断する。イベント
情報作成部６３は、この判断を一定の時間間隔で繰り返し、３０分間以上に亘り、１０メ
ートル以内に８個以上の移動体通信端末５が位置したとき、イベント情報を作成する。ま
た、イベント情報作成部６３は、複数のイベント情報作成条件を予め記憶してもよい。こ
のとき、イベント情報作成部６３は、記憶した複数のイベント情報作成条件のうち何れか
が満たされたと判断したとき、イベント情報を作成する。
【００６８】
　自動的に作成されたイベント情報は、イベント識別情報及び参加者情報を含む。該イベ
ント識別情報は、イベントＩＤ、開催場所、開始日時、及び終了日時を含む。イベント情
報作成部６３は、例えば通し番号をイベントＩＤとしてイベント識別情報に付与する。ま
た、イベント情報作成部６３は、移動体通信端末５の位置を開催場所としてイベント識別
情報に付与する。また、イベント情報作成部６３は、イベント情報作成距離内に、イベン
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ト情報作成端末数以上の移動体通信端末５が位置し始めた日時を開始日時として付与する
。また、イベント情報作成部６３は、イベント情報作成距離内に、イベント情報作成端末
数以上の移動体通信端末５が位置してからイベント情報作成滞在時間が経過した後、イベ
ント情報作成距離内に、イベント情報作成端末数以上の移動体通信端末５が位置しなくな
った日時を終了日時としてイベント識別情報に付与する。また、イベント情報作成部６３
は、イベント条件作成条件が満たされたときの当該移動体通信端末５のユーザのユーザ情
報に含まれるユーザＩＤを参加者ＩＤとして参加者情報を作成する。イベント情報作成部
６３は、作成したイベント情報をイベント情報記憶部４に新たに記憶させる。このように
、複数のユーザが一定の距離内に所定時間滞在したとき、イベント情報作成部６３は、自
動的にイベント情報を作成し、作成したイベント情報と該複数のユーザのユーザ情報とを
関連付けてイベント情報記憶部４に新たに記憶させる。それにより、予め記憶されていな
いイベント情報の日時又は場所において、イベントが開催された場合においても、イベン
ト情報を作成し、参加したユーザのユーザ情報を該イベント情報に関連付けることができ
る。
【００６９】
［動作］
　この実施形態の医療情報システム１の動作について説明する。図１２はこの実施形態の
医療情報システム１の動作を表すフローチャートである。
【００７０】
（Ｓ４０１）
　測位部９は、ユーザ毎に所有される移動体通信端末５の位置を測定する。測位部９は、
測定した位置をイベント情報作成部６３へ出力する。イベント情報作成部６３は測定され
た位置を受ける。
【００７１】
（Ｓ４０２）
　イベント情報作成部６３は、予め記憶したイベント情報作成条件が満たされたか否かを
判断する。イベント情報作成条件が満たされたとき、ステップＳ４０３へ進む。イベント
情報作成条件が満たされないとき、ステップＳ４０１へ戻る。
【００７２】
（Ｓ４０３）
　イベント情報作成部６３は、イベント情報を作成する。このとき、イベント情報作成部
６３は、移動体通信端末５の位置を開催場所としてイベント識別情報に付与する。また、
イベント情報作成部６３は、イベント情報作成距離内に、イベント情報作成端末数以上の
移動体通信端末５が位置し始めた日時を開始日時として付与する。また、イベント情報作
成部６３は、イベント情報作成距離内に、イベント情報作成端末数以上の移動体通信端末
５が位置してからイベント情報作成滞在時間が経過した後、イベント情報作成距離内に、
イベント情報作成端末数以上の移動体通信端末５が位置しなくなった日時を終了日時とし
てイベント識別情報に付与する。
【００７３】
（Ｓ４０４）
　イベント情報作成部６３は、作成したイベント情報に含まれる参加者情報を作成する。
このとき、イベント情報作成部６３は、イベント条件作成条件が満たされたときの当該移
動体通信端末５のユーザのユーザ情報に含まれるユーザＩＤを参加者ＩＤとして参加者情
報を作成する。
【００７４】
（Ｓ４０５）
　イベント情報作成部６３は、作成したイベント情報をイベント情報記憶部４に新たに記
憶させる。
【００７５】
［効果］
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　この実施形態の医療情報システム１の効果について説明する。医療情報システム１は、
イベント情報作成部６３をさらに有する。イベント情報作成部６３は、新たにイベント情
報を作成するためのイベント情報作成条件を予め記憶し、前記送受信日時と前記測位部９
が測定した位置とによって前記イベント情報作成条件が満されたとき、イベント情報を新
たに作成し、前記イベント情報記憶部４に記憶させる。それにより、医療情報システム１
は、予め記憶されていないイベント情報の日時又は場所において、イベントが開催された
場合においても、イベント情報を作成し、参加したユーザのユーザ情報を該イベント情報
に関連付けることができ、所望の医療情報に関わる医療従事者及び関連した医療情報を簡
便に検索するができる医療情報システム１を提供することができる。
【００７６】
〈第４の実施形態〉
［構成］
　この実施形態の医療情報システム１は、第１の実施形態の医療情報システム１に加え、
新たに入力された医療情報との近接度が高く算出された医療情報を異なる表示態様で入出
力端末の表示部に表示させる。この実施形態の医療情報システム１は、さらに表示制御部
を有する。以下第１の実施形態の医療情報システム１に対して構成が異なる構成要素につ
いて説明する。
【００７７】
（近接度算出部６２）
　近接度算出部６２は、近接度の算出に用いられた単語情報を当該医療情報に付与して表
示制御部へ出力する。このことは、医療情報において、その医療情報のうちどの単語が近
接度の算出に用いられたかを医療情報の中に関連付けることを意味する。
【００７８】
（表示制御部）
　表示制御部は、入出力端末のそれぞれ又は検索部６に設けられる。表示制御部は医療情
報及び該医療情報に付与された単語情報を受け、該単語情報の単語を他の部分とは異なる
表示態様で表示部に表示させる。例えば、カルテ情報を表示させるとき、付与された単語
情報の単語を表示部にハイライト表示させる。また、表示制御部は論文情報や医療機器情
報を表示させるときにも、付与された単語情報の単語を表示部にハイライト表示させてよ
い。また、表示制御部は、付与された単語情報の単語を含む所定範囲の情報を異なる表示
態様で表示させてもよい。例えば、表示制御部は、カルテ情報において、単語情報の単語
を含むシェーマ図、又は、論文情報において、単語情報の単語を含む段落を異なる表示提
要で表示させてもよい。
【００７９】
［効果］
　この実施形態の効果について説明する。医療情報システム１の近接度算出部６２は、近
接度の算出のために用いた情報を当該医療情報に付与する。また、医療情報システム１は
表示制御部をさらに有する。表示制御部は、近接度算出部６２から、医療情報と該医療情
報に付与された情報とを受け、該情報を異なる表示態様で表示部に表示させる。それによ
り、所望の医療情報に関わる医療従事者及び関連した医療情報を簡便に検索し、検索した
情報を視認性よく表示するができる医療情報システム１を提供することができる。
【００８０】
　本発明のいくつかの実施形態を説明したが、これらの実施形態は、例として提示したも
のであり、発明の範囲を限定することは意図していない。これら実施形態は、その他の様
々な形態で実施されることが可能であり、発明の要旨を逸脱しない範囲で、種々の省略、
置き換え、変更を行うことができる。これら実施形態やその変形は、発明の範囲や要旨に
含まれると同様に、特許請求の範囲に記載された発明とその均等の範囲に含まれるもので
ある。
【符号の説明】
【００８１】
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　１　　　医療情報システム
　２　　　ユーザ情報記憶部
　３　　　医療情報記憶部
　４　　　イベント情報記憶部
　５　　　移動体通信端末
　６　　　検索部
　７　　　ネットワーク
　８　　　入出力端末
　９　　　測位部
　１０　　記憶部
　５０　　所持ユーザ情報記憶部
　５１　　ユーザ情報送受信部
　５２　　位置情報部
　６０　　関連処理部
　６１　　解析部
　６２　　近接度算出部
　６３　　イベント情報作成部

【図１】 【図２】
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